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1 序論

D. Suiez [9] は単位開円板 D上の有界正則関数からなる関数環 $H^{\infty}$ の極大イデアル空

間 $M(H^{\infty})$ の trivial points の集合 rが totally disconnected (以下、 $\mathrm{T}.\mathrm{D}$ . と略す。) である

ことを証明した。 さらに $\Gamma$ が extremely disconnected (以下、 $\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . と略す。 ) までいえる

かという問題を提起している。 この問題に対して、T. Ishii and K. $\mathrm{I}\mathrm{z}\mathrm{u}\mathrm{c}\mathrm{h}\mathrm{i}[\mathrm{l}\mathrm{C}]$ により、 $\Gamma$ が

$\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . ではないことが証明され、 これについては、関数環論研究集会 (97年、防衛大) で報

告したので、 ここでは、 とくに、 $\Gamma$ をひとつの Fiber の中に制限した集合 r, $(\equiv \Gamma\cap M_{\lambda})$ に

ついて報告する。

2 準備と背景

$D=\{z\in \mathbb{C};|z|\backslash /1\},$ $H^{\infty}=$ { $D$ 上の有界正則関数全体}

$M(H^{\infty})=$ {恒等的に $0$ でない $H^{\infty}$ 上の複素準同型写像全体} とする。

$f\in H^{\infty}$ に対して、 その Gelfand 変換 $\hat{f}$ は

$\hat{f}(m)=m(f)$ $(m.\in M(H^{\infty}))$

と定義される。 このとき、 $\hat{f}$ は $M(H^{\infty})$ 上の関数で weak $*$-topology に関して連続関数に

なる。 また、 $M(H^{\infty})|\mathrm{h}$ compact Hausdorff 空間であり、 $\hat{H}^{\infty}---\{\hat{f};j\in fI^{\infty}\}$ は $M(H^{\infty})$

上で定義された関数環となる。 $H^{\infty}\cong\hat{H}^{\infty}$ (isometry isomorphism) であることが容易にわ
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かり、 $H^{\infty}$ と $\hat{H}^{\infty}$ を同–視して考える。 また、 $M(L^{\infty})\cdot\subset M(H^{\infty})$ であり、 $H^{\infty}$ の Silov

boundary は $M(L^{\infty})$ と同–視できる。

さて、 $\Gamma$ の位相構造を調べるにあたり、 いくつかの定義を設ける。 $x,$ $y\in M(H^{\infty})$ に対し

$\vee C$ pseudo hyperbolic distance &

$\rho(x, y)=\sup\{|f(y)|;f\in H^{\infty}, ||f||_{\infty}=1, f(x)=0\}$ .

と定義する。

$P(x)=\{y\in M(H^{\infty});\rho(x, y)<1\}$ と定義して $P(x)$ を Gleason part と呼ぶ。

$x\in M(H^{\infty})$ の点が trivial point であるとは、 $P(x)=\{x\}$ となるときをいう。そして、

$\Gamma\equiv\{x\in M(H^{\infty});P(x)=\{x\}\}$ と定義する。 $\Gamma$ は $M(H^{\infty})$ の closed set になっている [7]。

また, $M(L^{\infty})\subset\Gamma[4,\mathrm{p}.402]$ である。

定理 2.1 ([3, p.18]) $M(L^{\infty})$ は $E.D$. である。すなわち、任意の開集合の閉包は開集合で

ある。

そこで、

問題 : $\Gamma(\supset M(L^{\infty}))$ は $\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . か ?

序論でも触れたように、これは D. Suiez によって提起されたものであるが、D. Suiez

は $\Gamma$ が $\mathrm{T}.\mathrm{D}$ . すなわち、 $\Gamma$ が closed-open basis を持つことを証明している。 ( $M(H^{\infty})$ は

compact Hausdorff 空間だから、 $\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . ならば $\mathrm{T}.\mathrm{D}$ . であるが、逆は、成立しない。 ) この間

. 題に対して、我々は、否定的解答を得た。

定理 2.2 $\Gamma$ は $E.D$. ではない。
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ここで、 この定理の証明で重要な役割を担う集合を定義しておく。 $\lambda\in\partial D$ に対して、

$M_{\lambda}\equiv\{x\in M(H^{\infty})\backslash D;z(X)=\lambda\}$ , $\Gamma_{\lambda}\equiv\{x\in\Gamma;z(X)=\lambda\}=M_{\lambda}\cap\Gamma$

(注) $M_{\lambda}$ を $\lambda\in\partial D$ における fiber という。 $M_{\lambda}$ は $M(H^{\infty})$ の closed set であるから、

$\Gamma_{\lambda}$ は $\Gamma$ の closed set である。

ム $\equiv$ { $q$;inner function で $\partial D\backslash \{\lambda\}$ に連続拡張可能なもの}

$A_{\lambda}=$ {$x\in M(H^{\infty})\backslash D;|q(x)|<1$ for some $q\in \mathcal{I}_{\lambda}$ }

(注) $A_{\lambda}$ は $M(H^{\infty})\backslash D$ の open set である。 $A_{\lambda}\cap M_{\zeta}=\emptyset(\forall\zeta\in\partial D, \zeta\neq\lambda)$ ,

$A_{\lambda} \subset M(H^{\infty})\backslash D=\bigcup_{|\zeta|1}=M_{\zeta}$ であることから、 $A_{\lambda}\subset M_{\lambda}$ である。

補題 2.3 $\{z_{n}\}_{n}\subset D,$ $z_{n}arrow\lambda,$ $\Sigma_{n=1}^{\infty}(1-|z_{\mathfrak{n}}|)<\infty$ , とする。

このとき、 $\forall x\in\overline{\{z_{n}\}n}\backslash \{z_{n}\}_{n}$ に対して、 $\overline{P(x)}\subset A_{\lambda}$ である。

証明 $\{p_{n}\}\subset \mathrm{N}p_{n}arrow\infty,$ $\Sigma_{n=1}^{\infty}Pn(1-|z_{n}|)<\infty$ を満たす自然数列がとれる。 そこで、

$B(z)= \prod_{n=1}^{\infty}(\frac{-\overline{z}_{n}}{|z_{n}|}\frac{z-z_{n}}{1-\overline{z}_{n}z})^{\mathrm{P}n},$ $z\in D$

と定義すると、 $B(z)$ は広義一様収束し、 Blaschke product となる。 このとき、

$B(z)=B1(_{Z})B2(Z)\cdots B_{j}(Z)\cdots$

(ここで、$B_{j}(x)=0$ for $\forall j\in \mathrm{N},$ $\forall x\in\overline{\{\{z_{n}\}n}\backslash \{zn\}_{n}$)

と分解できる。 このとき、 $B=0$ on $\overline{P(x)}$ for $\forall x\in\overline{\{z_{n}\}n}\backslash \{z_{n}\}_{n}$ となる。 $([7,\mathrm{L}\mathrm{e}\mathrm{m}\mathrm{m}\mathrm{a}$

.

23]) 従って、 $\overline{P(x)}\subset A_{\lambda}$ が示された。

補題 2.4 (i) $A_{\lambda}\cap \mathrm{F}_{\lambda}$ は、 $\Gamma$ の空でない opensubset である。

(ii) $A_{\lambda}\cap\Gamma_{\lambda}$ は $\Gamma_{\lambda}$ の proper subset である。
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証明 (i) [1] より、 $\overline{P(x)}\cap\Gamma\neq\emptyset$ $(\forall x\in M(H^{\infty}))$ である。

方、補題 23より、 $\overline{P(x)}\subset A_{\lambda}$ $(\forall x\in\overline{\{Z_{n}\}n}\backslash \mathrm{t}Z_{n}\}_{n}.)$ したがって、 $A_{\lambda}\cap\Gamma_{\lambda}=A_{x}\cap(M_{\lambda}$寡

$\Gamma)=(A_{\lambda}\mathrm{n}M\lambda)\cap \mathrm{r}=A_{\lambda}\cap \mathrm{r}\neq\emptyset$

また、 $A_{\lambda}\cap\Gamma$ }は $\Gamma$ の open set であるから、 $A_{\lambda}\cap\Gamma_{\lambda}$ は $1^{\urcorner}$ の open set である。

(ii) 任意の inner function $q$ に対して、 $|q(x)1=1$ $(\forall x\in M(L^{\infty}))$ であるから、 $x\not\in A_{\lambda}$ で

. ある。 よって、 $A_{\lambda}\cap M(L^{\infty})=\emptyset$ であるが、–方、 $M(L^{\infty})\subset\Gamma$ であることより、 $A_{\lambda}\cap\Gamma_{\neq}\subset \mathrm{r}$

となる。 すなわち、 $A_{\lambda}\cap\Gamma_{\lambda\lambda}=A\cap(M_{\lambda}\cap\Gamma)=M\lambda\cap(A_{\lambda}\cap \mathrm{r})\neq\subset_{M\cap\Gamma}\lambda=\Gamma_{\lambda}$ 。口

定理 2.5 $\overline{A_{\lambda}\mathrm{n}\mathrm{r}_{\lambda}}=\mathrm{r}_{\lambda}$

証明 A\mbox{\boldmath $\lambda$}\cap $\Gamma_{\lambda}\supset\Gamma_{\lambda}$ を示せばよ $\mathrm{A}\mathrm{a}_{\mathrm{o}}x_{0}\in \mathrm{r}_{\lambda}$ , $x_{0}$ の近傍 $V$ を任意にとる。

この $V$ に対して、 さらに、 次のような近傍がとれる。

ゐ

$x_{0} \in W\equiv \mathrm{t}X\in M(H\infty);\sum_{=}|fj(x)-f_{j}(_{X}0)|\leq\epsilon\}j0\subset V$

ここで、 $f\mathrm{o}(z)=z$ である。 corona 定理より、次のようなネットがとれる。

$\{z_{\alpha}\}_{\alpha}\in W\cap D$ such that $z_{\alpha}.arrow x_{0}$ .

$P(’x_{0})=\{x_{0}\}$ なので、 $\forall f\in H^{\infty}$ and $0<\forall r<1$ に対して、

$f\circ L_{z_{\mathrm{Q}}a}arrow f(x_{0})(\mathrm{c}\mathrm{o}\mathrm{n}\mathrm{s}\mathrm{t}.)$ uniformly on $D_{f}=\{z\in D;|z|\leq r\}$ ,

したがって、

ゐ

$\sum_{j=0}|f\mathrm{j}\circ L_{\approx}-f\circ \mathrm{j}(X\mathrm{o})|arrow\alpha \mathrm{o}$
uniformly on $D_{r}$ .
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$f_{0}(z)=z$ としておいたから、 interpolating sequence $\{\mathrm{e}v_{n}\}_{n}\subset$ {z。}。をと $\vee\supset$て、 $w_{n}arrow\lambda$ と

できて、

ゐ

$\sum_{\mathrm{j}=0}|f_{j^{\circ L_{w_{\mathfrak{n}}}-}}f_{j}(x\mathrm{o})|arrow 0$
uniformly on $D_{r}$ as $narrow\infty$ .

となる。 $y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{wn\}_{n}$ とすると、 $P(y)\neq\{y\}$ であり、 $P(y)\subset M_{\lambda}$ である。 よって、

$f_{j}\mathrm{o}L_{y}=f_{j}(x\mathrm{o})$ on $D_{f}$

.
$(0\leq\forall j\leq k.)f_{j}\circ L_{y}\in H^{\infty}$ なので、 $f_{j}\mathrm{o}L_{y}=f_{\mathrm{j}}(x\mathrm{o})$ on $D$

すなわち、 $f_{j}=fj(x_{\mathit{0}})$ on $P(y)$

したがって、 $f_{j}=f_{j}(x\mathrm{o})$ on $\overline{P(y)}$ $(0\leq\forall j\leq k.)$

よって、 $x_{0}$ の近傍のとり方から、 $\overline{P(y)}\subset V$ 。また、補題 23. より、 $\overline{P(y)}\subset A_{\lambda}$ .

ここで、 [1, cororally] より、 $\overline{P(y)}\cap\Gamma\neq\emptyset$ $(\forall y\in M(H^{\infty}))$ である。以上より、 $(A_{\lambda^{\cap}}\Gamma\lambda)\cap V=$

$(A_{\lambda}\cap\Gamma)\mathrm{n}V\neq\emptyset$.

$x_{0}$ の任意の近傍が $A_{\lambda}\cap\Gamma_{\lambda}$ と共有点をもつので、 $x_{0}\in\overline{A_{\lambda}\cap\Gamma_{\lambda}}$ 。口

定理 2.2の証明 $\Gamma_{\lambda}$ は $\Gamma$ の closed set なので、 $\Gamma\backslash \Gamma_{\lambda}$ は $\Gamma$ の open set である。 $A_{\lambda}\cap\Gamma_{\lambda},$ $\mathrm{r}\backslash \mathrm{r}_{\lambda}$

はどちらも $\Gamma$ の空でない proper な open set である。 このとき、定理 25. より、

$\overline{A_{\lambda}\cap \mathrm{r}\backslash }\Gamma\lambda^{\cap}\overline{\backslash \Gamma_{\lambda}}=\Gamma\lambda\cap\overline{\Gamma\backslash \Gamma_{\lambda}}\neq-\emptyset$. 従って、 $\overline{A_{\lambda}\cap \mathrm{I}^{\urcorner}\lambda},\overline{\Gamma\backslash \Gamma\lambda}$ の少なくともどちら力\vdash 方は

open set ではない。 すなわち、 $\Gamma$ [ま $\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . ではない。 口

3 $\Gamma_{\lambda}$ の位相構造

一般に、位相空間 $X$ が $\mathrm{T}.\mathrm{D}$ . であるとき、その部分空間は $\mathrm{T}.\mathrm{D}$ . である。 このことは、

$\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . については成立しない。例えば、 $M(L^{\infty\infty}\infty)\}$ま $\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . であるが、 $M(L^{\infty})$ とひとつの fiber

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$ との共通部分 $M(L^{\infty})$ 口 $M_{\lambda}$ は $\mathrm{E}.\mathrm{D}$. ではないことが知られている $[6, \mathrm{p}171]$。従って、

$\Gamma_{\lambda}(\equiv\Gamma\cap M_{\lambda})$ が $\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . であるか否かは興味深い。

122



定理 3.1 $\Gamma_{\lambda}$ は $E.D$. ではない。

これを証明するために、準備から始める。 $\{z_{n}\}n\subset D$ such that

$\lim_{karrow\infty}\prod_{k\mathfrak{n}:n\neq}|\frac{z_{n}-z_{k}}{1-\overline{z}_{kn}z}|=1$
,

を考え、 これを sparse sequence という。 ここでは、 $z_{n}arrow\lambda(\in\partial D)$ as $narrow\infty$ . となるも

のを考える。 そして、 $b$ を $\{z_{n}\}_{n}$ を零点に持つ Blaschke product すると、 $b\in \mathcal{I}_{\lambda}$ となる。

そして、 [5] より

(3–1) $\{x\in M(H^{\infty})\backslash D;|b(X)|\leq 1\}=\cup\{P(x);x\in\overline{\mathrm{t}Zn\}_{n}}\backslash \{Zn\}_{n\}}$

であることが知られている。 また、 $b(M(L^{\infty})\cap\Gamma_{\lambda})=b(\Gamma\lambda)=\partial D$ . そこで、次のような集

合を定義する。

$M_{\lambda,\zeta}=\{_{X}\in M_{\lambda;}b(x)=\zeta, \zeta\in\partial D\}$ $\Gamma_{\lambda,\zeta}=M_{\lambda},\zeta\cap \mathrm{r}_{\lambda}$ .

このとき、 $\Gamma_{\lambda,\zeta}$ は空でない $\Gamma_{\lambda}$ の closed subset である。 また、 $\Gamma_{\lambda}=\cup\{\Gamma_{\lambda,\zeta;}\zeta\in\partial D\}$ で

あり $\backslash \Gamma_{\lambda,\zeta_{1}}\cap\Gamma_{\lambda,\zeta_{2}}=\emptyset(\zeta_{1}\neq\zeta_{2})$ である。

(3–2) $\mathcal{I}_{\lambda,\zeta}=$ { $q\in \mathcal{I}_{\lambda;}|q|=1$ on $M_{\lambda,\xi}$ for every $\xi\in\partial D,$ $\xi\neq\zeta$ }

さらに、

(3–3) $A_{\lambda,\zeta}=$ {$x\in M_{\lambda;}|q(x)|<1$ for some $q\in \mathcal{I}_{\lambda,\zeta}$ }.

とすると、 $A_{\lambda,\zeta}\subset M_{\lambda,\zeta\text{、}}A_{\lambda,\zeta}\#\mathrm{h}M_{\lambda}$ の opensubset であり、 従って、

(3–4.) $A_{\lambda,\zeta}\cap \mathrm{r}_{\lambda,\zeta}$ tは、$\Gamma_{\lambda}$の open subset である。
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補題 3.2 $\{w_{n}\}_{n}$ を $w_{n}arrow\lambda$ and $b(w_{n})arrow\zeta(\in\partial D)$ as $narrow\infty$ . となる $\mathrm{s}\mathrm{p}_{\mathrm{d}\}$ aequance

とする。 このとき、 Blaechke product $B\in \mathcal{I}_{\lambda,\zeta}$ で $B=$
.

$0$

. on $P(y)(\forall y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{w_{n}\})$ と

なるものが存在する。従って、 $\overline{P(y)}\subset A_{\lambda,\zeta}(\forall y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{w_{n}\})$ となる。

証明 $w_{n}arrow\lambda,$ $b(w_{n})arrow\zeta$ as $narrow\infty$ , であるから、

$z(y)=\lambda$ and $b(y)=\zeta$ for $y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{wn\}_{n}$ .

$||b||_{\infty}=1$ より、 $z=\lambda$ and $b=\zeta$ on $P(y)$ for $y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{w\}_{n}n\cdot$ . 従って、

(3–5) $P(y)\subset M_{\lambda,\zeta}$ for every $y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{wn\}_{n}$.

$q$ を $\{w_{n}\}_{n}$ を零点に持つ Blaschke product とする。 (3-1) より, 次のことが成立する。

$\{y\in M(H^{\infty})\backslash D;|q|<1\}=\cup \mathrm{t}P(y)$ ; $y\in\overline{\{?D_{n}\}_{n}}\backslash \{Cvn\}_{n}\}$ .

従って、 (3-5) より,

(3–6) $|q|=1$ on $M(H^{\infty}$

.
$)\backslash M_{\lambda,\zeta}$ .

そこで、 $u=(|z+\lambda|+|b+\zeta|)/4$ on $M(H^{\infty})$ . とおくと、

(3–7) $M_{\lambda,\zeta}=\{x\in M(H^{\infty});u(X)=1\}$ .

となる。 $\{r_{n}\}_{n}\subset \mathrm{N}$ を $0<r_{n}<1$ , $r_{n}arrow 1$ となる自然数列として、$D_{n}=\{z\in D;u(z)\leq$

$r_{n}\}$ . とおくと、 $D_{n}\subset D_{n+1}$ . $(.3- 7)$ と corona 定理より,

(3–8) $M(H^{\infty}) \backslash M_{\lambda},\zeta=\bigcup_{=n1}(\overline{D_{n}}\backslash D_{n})\infty$.
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$\{\epsilon_{n}\}_{n}\subset \mathrm{N}$ を

(3–9) $0<\epsilon_{n}<\mathrm{i}$ and $\prod_{n=1}^{\infty}\mathcal{E}\sim n>0$ .

を満たす自然数列とする。 $q_{k}$ を次で定義する。

$q_{k()=\prod_{j}}z \infty=k\frac{-\overline{w_{j}}}{|w_{j}|}1-\frac{w}{w_{j}}ZZ-j$ , $z\in D$

各 $n$ に対して, 次のような整数 $N_{n}$ がとれることを示す。

(3–10) $|q_{N_{n}}|\geq\epsilon_{n}$ on $D_{n}$ .

(3-6) と (3-8) により,

$|q|=1$ on $\overline{D}_{n}\backslash D_{n}$

そして、 $D$ の compact subset $E_{n}$ で

(3–12) $|q|\geq\epsilon_{n}$ on $\overline{D}_{n}\backslash E_{n}$ .

となるものがとれる。 $|q_{k}|arrow 1$ (uniformly on $E_{n}$ as $karrow\infty$ ) であるから、

(3 – 13) $|q_{N_{n}}|\geq\epsilon_{\mathfrak{n}}$ on $E_{n}$ .

を満たす整数 $N_{n}$ がとれる、。 (3-12) と (3-13) より, (3-10) を得る。 $N_{n}$ をとりなおせば、

$N_{n}<N_{n+1}(\forall n\subset \mathrm{N})$ としてよい。 そして、

(3–14) $B= \prod_{n=1}q_{N_{n}}\infty$

ま Blaschke product となる。 しかも、

(3–15) $B\in \mathcal{I}_{\lambda,\zeta}$ .
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であることを示そう。

(3–16) $|B|=1$ on $\overline{D}_{n}\backslash D_{n}(\forall n\in \mathrm{N})$

を示せば、 $(3- 2),(3- 8)$ より、 (3-15) を得るから、 (3-16) を示す。 $0<\mathcal{E}<1$ を任意にとる。

(3-9) より, 正整数 $p(\geq n)$ で、 $\epsilon\leq$ �異 p\epsilon j であるものがとれる。 (3-10) より、 $|\Pi_{j=p}^{\infty}qN_{j}|\geq\epsilon$

on $D_{n}$ であるか $\text{ら}|\Pi_{j=p}^{\infty}q_{N}j|\geq\epsilon$ on $\overline{D}_{n}\backslash D_{n}$ よって、 (3-11) より、 $|B|=|\Pi_{j=p}^{\infty}qNj|\geq$

$\epsilon$ on $\overline{D}_{n}\backslash D_{n}\text{すなわち_{、}}$ $(3- 15)$ がわかる。最後に、 $y\in\overline{\{w_{n}.\}_{n}}\backslash \{wn\}_{n}$ とする。 $q(y)=0$

なので、 (3-5) より、 $P(y)\subset M_{\lambda,\zeta}$ である。 $|q_{N_{n}}|=|q|$ on $M(H^{\infty})\backslash D$ であることから、

(3-14) より、 $B=0$ on $\overline{P(y)}$ 従って、 (3-3) と (3-15) より、 $\overline{P(y)}\subset A_{\lambda,\zeta}$ が示された。 口

定理 3.3 (i) $\overline{A_{\lambda,\zeta\zeta}\cap\Gamma\lambda,}=^{\mathrm{r}_{\lambda,\zeta}}(\forall\zeta\in\partial D)$ である。

(ii) $\Gamma_{\lambda}$ は $E.D$. ではない。

証明 $x_{0}\in\Gamma_{\lambda,\zeta},V$ を $x_{0}\in M(H^{\infty})$ の任意の近傍とする。 このとき、 $fi,$ $f_{2}$ , ....., $f\text{ゐ}\in H^{\infty}\text{、}$

$\epsilon>0$ を適当にとって、

ゐ

(3–17) $W\equiv\{x\in M(H\infty)$ ; $\sum_{j=1}|f_{j}(_{X)}-fj(X0)|<\epsilon\}\subset V$

とできる。 ここで、 $fi(z)=z\text{、}$ $f_{2}(z)--- b(Z)$ とする。 定理 22と同様にして、 次を満た

す sparse sequence $\{w_{n}\}_{n}\subset D$ がとれる。

た

(3–18)
$\sum_{j=!}|f_{\mathrm{j}}\circ L_{w}-fn\mathrm{j}(x0)|arrow 0$

uniformly on $D_{f}$ as $narrow\infty$ for $0<r<_{\backslash }1$ and

(3–19) $\overline{P,(y)}\subset W$ for every $y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{wn\}_{n}$ .

(3-18) より、 $x_{0}\in\Gamma_{\lambda,\zeta}\text{、}$

$w_{n}=f_{1}(w_{n})=f_{1}\circ L_{w_{n}}(0)arrow f_{1}(_{X_{0}})=z(x_{0})=\lambda$
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$b(w_{n})=f2\circ L_{w_{\mathfrak{n}}}(0)arrow f_{2}(x_{0})=\zeta$.

補題 32より、

$\emptyset\neq\overline{P(y)}\mathrm{n}\Gamma\subset A\lambda,\zeta\cap\Gamma\lambda,\zeta(\forall y\in\overline{\{w_{n}\}_{n}}\backslash \{w_{n}\}_{n})$

$\text{よって、}$ (3-17) と (3-19) より、 $x_{0}$ の任意の近傍に対して、

$\emptyset\neq(A_{\lambda,\zeta}\cap \mathrm{r}_{\lambda},\zeta)\cap V$

が成立するので、 (i) が示された。

$\zeta\in\partial D$ を固定して、 $U=\Gamma_{\lambda}\backslash \Gamma_{\lambda,\zeta}$ とする。 $\Gamma_{\lambda,\zeta}$ は $\Gamma_{\lambda}$ の closedsubset であるから、 $U$

$\}$は $\Gamma_{\lambda}$ の opensubset である。 $U,\Gamma_{\lambda,\zeta}\cap A\lambda,\zeta$ まどちらも、 $\Gamma_{\lambda}$ の proper な opensubset で、

$U\cap(\Gamma_{\lambda,\zeta}\cap A_{\lambda,\zeta})=\emptyset$ である。 (i) より、 $\overline{U}\cap\overline{(A_{\lambda,\zeta}\cap\Gamma_{\lambda},\zeta)}=\overline{U}\mathrm{n}\Gamma\lambda,\zeta\neq\emptyset$ . 従って、 $\Gamma_{\lambda}$ は

$\mathrm{E}.\mathrm{D}$ . ではない。 口
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